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三栖幼稚園児 衣笠山でお城の歴史学ぶ ＜公民館文化委員会＞ 

 三栖公民館文化委員会（小川均委員長）は11月11日、三栖

幼稚園（寒川望園長）と合同で、全園児らを対象とした衣笠山

登山（標高234m）を実施しました。 

 この事業は、学社融合事業の一環で始まったもので、山頂で

のガイドは大倉日幸次三栖公民館長が担当。かつて衣笠山には

衣笠城という中世のお城があったことや、三栖地域には合計4

か所のお城があったことなどお城にまつわる歴史的な解説が行

われ、園児も保護者の皆さんも熱心に聞き入っていました。 

 また、11月5日には、三栖町内会（川村康会長）の皆さん

が集まり、園児の登山日程に合わせて登山道と頂上広場周辺の

草刈りなどを行っていただきました（写真右下：草刈り当日の

集合時の様子。三栖コミセン前で）。 

 おかげで登山当

日は、参加者全員

が安全快適に無事

登頂することがで

き、交流を深める

ことができまし

た。お世話になっ

たすべての皆さん

に心より感謝申し

上げます。 

第２次三栖地域生涯学習後期計画 

公民館運営委員会（縮小開催）で「SDGs」の追加を承認 

令和5年度から始まる第２次三栖地域生涯学

習後期計画（5か年）に向けて、計画内容の見

直し等を協議するため、６名の運営委員を館長

が指名し、コロナ対策のため規模を縮小する形

で運営委員会を開催しました。（写真右：三栖

コミセンで開催された縮小版運営委員会） 

後期計画では、基本的には前期計画を継承し

つつ、新たな項目としてSDGsを学ぶ機会の確

保等を追加することで承認をいただきました。 

具体的には、公民館報等の媒体をうまく活用

し、SDGsの基本的なことを掲載するなどして

地域住民が広く等しく学ぶ機会を提供したいと考えています。さらに、学校などの教育機関

との連携を強化することで、SDGsに関する情報発信や普及活動を推進できればと考えてい

ます。 

考えは地球規模！行動は足元から！という考えで、暮らしの中から実践したいものです。 
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三栖小5年生 校区内史跡を巡り歴史を学ぶ（文化委員会）

 山肌も秋色に色づき始めた11月7日、三栖公民館文化委

員会（小川均委員長）は三栖小学校（南俊秀校長）と合同

で、5年生（75名）を対象とした校区内の史跡巡りを実施

しました。 

 この事業は、学社融合事業の一環として、地域の素晴ら

しい歴史や文化を子どもたちに学んでもらおうと始まった

もので、今回は同文化委員会からも９名の委員が参加し、

解説（語り部）は、宇井正さんと小川均委員長が２班に分

かれて担当しました。 

 コースは、三栖小学校～尋声寺～文書庫～旧一里塚～妙

見宮～珠簾神社～伝馬所跡～長尾坂～堅城坂～稲荷神社～

大乗寺跡～三栖コミセンの約８km。すべての史跡を徒歩で

巡りました。 

 稲荷神社では、境内に生えているムクロジの実の皮は、

水の中で揉めば泡が立つため、昔は洗剤として使われてい

たことや、黒い種

は正月遊びの羽根

つきの羽の黒い玉

に使われていたことを教えてもらいました。実際に

皮を揉んでみた子どもたちは、「石けんみたいにぬ

るぬるするね」とはしゃいでいました。 

 このような取組の積み重ねが、地域に誇りと愛着

を持つ子どもに育てていくことにつながるのでしょ

うね！ 

 ご協力いただいたすべての皆さん、ありがとうご

ざいました。 

 

 

 

12月の移動図書館 
 

         

①    7日（水）13:15 ～14:45         

        三栖小学校 

 

②  23日（金）10:20 ～11:00    

        三栖コミセン前 

地 区 男 女 人口 世帯数 ３末比 

上三栖 107 137 244 114 －3 

中三栖 665 715 1,380 543 ＋22 

下三栖 1,082 1,194 2,276 940 ＋22 

城山台 395 376 771 286 ＋9 

合 計 2,249 2,422 4,671 1,883 ＋50 

三栖公民館区人口統計【10月末現在】 



  三栖公民館だより 

☆ 三 栖 幼 稚 園 だ よ り ☆ 

② 

☆  衣 笠 山  ☆ 

 総勢45名で三栖のシンボル「衣笠山」に登りました。大倉館長さん、文化委員の皆様、浦

野主事さんが園児と手をつなぎ、サポートをしてくださいました。頂上では、大倉館長さん

や文化委員さんから三栖の四城や頂上からの眺望についてお話をしていただきました。 

 昼食時、文化委員の方に“この日に合わせて草を刈り、急斜面に滑り止めシートやロープ

を設置し、そして登山のサポート”のお礼を言ったのですが、その方からは、「園児が登る

時そうするのは、それはふつうのことやけどな。」というお返事がさらりと返ってきまし

た。感謝とともに「三栖の皆さんの言うふつうは、温かいな。」と思いました。 

 地域の名所だけではなく、“三栖のふつう”も子どもたちが受け継いでくれたら嬉しいで

すね。子どもも保護者も職員もとてもいい経験をさせていただきました。おかげで、園の玄

関から衣笠山を眺めるようになりました。お世話いただいた皆様、ありがとうございまし

た。 

 どんぐりを転がすことのおもしろさに気付いた

子どもたちは考えたり試したりしてどんどんおも

しろい遊びを考えました。おもしろい遊びができ

るとお友達に伝えたくなりますね。 

 お友達のいいところを見つけたり、自分の頑

張ったことを認めてもらったりしながらみんなで

たくさん遊びました。 

 １０月に入ってから始まったどんぐり遊び。い

ろんな発見から友だちとアイデアを出し合い、た

くさんのゲーム

を作りました。簡単なゲームより工夫をして難しいゲームに

しようとみんなで進めていきました。 

 ある日みんなで作ったゲームで遊ぼうとすると転がす部分

の坂が壊れていることに気づきました。「直すぞ」の一声で

テープを切る人、貼る人、修理する人、支える人など、自分

たちで分かれて作業をしていました。途中おふざけも入れた

りしながらもみんな笑顔でとても楽しそうな修理屋さんでし

た。 

☆ どんぐり遊び楽しいよ！  ☆ 
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◆ 三 栖 小 学 校 だ よ り ◆  

 

 

…修学旅行に行ってきました！… 
 １０月２８、２９日の１泊２日で、６年生が修学旅行に行ってきま

した。１日目は奈良県の法隆寺・東大寺、京都府の金閣寺・清水寺を

見学後、滋賀県のホテルで宿泊し、２日目は大阪のUSJに行って帰っ

てきました。 

 天気にも恵まれ、児童たちは仲間と共に協力し合い、楽しい思い出

をたくさんつくることができた２日間になったことだと思います。 

 修学旅行に行った６年生は「教科書に載っていた建物などを実際に

見ることができて感動した。」「USJで思いっきり遊ぶ事ができて楽

しかった。」「このメンバーで行った修学旅行は最高の思い出となっ

た。」と笑顔で話していました。 

 修学旅行でできた思い出や学んだことを今後の学校生活に生かして

いってもらえたらと思います。  
 

…５年生は史跡巡り… 
 １１月７日（月）公民館文化委員の皆さんに語り部をしていただきながら、三栖の史跡巡り

に行ってきました。５年生の史跡巡りは上三栖方面で、長尾坂までのコースになっています。 

 途中、様々な史跡に立ち寄り、詳しく説明していただきました。史跡巡りに行った５年生は

「三栖の歴史やそのすごさを知ること

ができた。」「長い道のりを歩くのは

疲れたけど、たくさん学ぶことができ

た。来年も楽しみだ。」と達成感に満

ちた表情で話していました。６年生は

毎年、下三栖方面で八上王子まで歩き

ます。 

参・加・者・募・集 ！ 
健康マージャン教室で楽しく脳をリフレッシュ  

 ■日  時 令和5年1月11日〜3月22日（毎週水曜日・全11回予定）13:30～15:30分(2時間程度)受付13:00～ 

 ■場  所 三栖コミュニティセンター 

 ■対  象 市内にお住まいの65歳以上の方で、かつ全ての教室に参加できる方 

 ■内  容 「賭けない・飲まない・吸わない」をスローガンにしている健康マージャンを活用し、思考力を働か    

                 せ 、仲間同士で交流しながら認知症予防に取り組みます。 

                 ※マージャン初心者の方を対象にした教室です。 

     ◇ 健康マージャン（1から学ぶ健康マージャン）   ◇「認知症の正しい理解と予防」のお話 

     ◇ 認知症の方への関わり方   ◇脳の健康度テスト（約50分） 

     ◇ 認知症予防に役立つお口や栄養などの健康講座 他 

 ■定    員 16名程度（先着順） 

 ■参加費  無料 

 ■持ち物  筆記用具、動きやすい服装、飲み物、眼鏡（必要な方：脳健康度テストを実施） 

 ■申込み 令和4年12月12日（月）から12月23日（金）までにやすらぎ対策課高齢福祉係まで、ご自身が、電話 

                 でお申し込みください。 

 ■問合せ やすらぎ対策課 高齢福祉係    <電話番号> 0739-26-4910 


